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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成25年12月12日(2013.12.12)

【公開番号】特開2012-122808(P2012-122808A)
【公開日】平成24年6月28日(2012.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2012-025
【出願番号】特願2010-272895(P2010-272895)
【国際特許分類】
   Ｇ０４Ｂ  19/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０４Ｂ  19/06    　　　Ｂ
   Ｇ０４Ｂ  19/06    　　　Ｓ

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月25日(2013.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光透過性を有する第１の板状部材と、光透過性を有する第２の板状部材とを備え、
　前記第１の板状部材の前記第２の板状部材に対向する面には、その反対の面側から入射
した光を、反射・散乱させる機能を有する微小な凹凸が設けられており、
　前記第２の板状部材の前記第１の板状部材に対向する面とは反対側の面には、前記第１
の板状部材に対向する面側から入射した光を、反射・散乱させる機能を有する微小な凹凸
が設けられており、
　前記第１の板状部材が有する前記凹凸は、規則的に配されたものであり、その平均ピッ
チが２５μｍ以上１００μｍ以下であり、
　前記第２の板状部材が有する前記凹凸は、規則的に配されたものであり、その平均ピッ
チが１０μｍ以上２５μｍ以下であることを特徴とする時計用文字板。
【請求項２】
　前記第１の板状部材が有する前記凹凸の平均高低差は、１２．５μｍ以上５０μｍ以下
である請求項１に記載の時計用文字板。
【請求項３】
　前記第１の板状部材は、時計用文字板を平面視した際に、同心円状に設けられた複数の
前記凹凸を有するものである請求項１または２に記載の時計用文字板。
【請求項４】
　前記第２の板状部材が有する前記凹凸の平均高低差は、５μｍ以上１２．５μｍ以下で
ある請求項１ないし３のいずれかに記載の時計用文字板。
【請求項５】
　前記第２の板状部材は、時計用文字板を平面視した際に、互いに略平行に設けられた複
数の直線状の前記凹凸を有するものである請求項１ないし４のいずれかに記載の時計用文
字板。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれかに記載の時計用文字板を備えたことを特徴とする時計。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　このような目的は下記の本発明により達成される。
　本発明の時計用文字板は、光透過性を有する第１の板状部材と、光透過性を有する第２
の板状部材とを備え、
　前記第１の板状部材の前記第２の板状部材に対向する面には、その反対の面側から入射
した光を、反射・散乱させる機能を有する微小な凹凸が設けられており、
　前記第２の板状部材の前記第１の板状部材に対向する面とは反対側の面には、前記第１
の板状部材に対向する面側から入射した光を、反射・散乱させる機能を有する微小な凹凸
が設けられており、
　前記第１の板状部材が有する前記凹凸は、規則的に配されたものであり、その平均ピッ
チが２５μｍ以上１００μｍ以下であり、
　前記第２の板状部材が有する前記凹凸は、規則的に配されたものであり、その平均ピッ
チが１０μｍ以上２５μｍ以下であることを特徴とする。
　これにより、光の透過性（光透過性）に優れるとともに、美的外観に優れた時計用文字
板を提供することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の時計用文字板では、前記第１の板状部材が有する前記凹凸の平均高低差は、１
２．５μｍ以上５０μｍ以下であることが好ましい。
　これにより、時計用文字板の美的外観を特に優れたものとすることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の時計用文字板では、前記第１の板状部材は、時計用文字板を平面視した際に、
同心円状に設けられた複数の前記凹凸を有するものであることが好ましい。
　これにより、時計用文字板の美的外観を特に優れたものとすることができる。
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